
　
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
に

よ
り
、
今
後
、
労
働
力
人
口
の
減

少
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
対

策
と
し
て
の
高
齢
者
の
活
用
は
、

女
性
の
活
用
と
並
ん
で
重
要
項
目

の
一
つ
で
あ
る
。

　
内
閣
府
が
発
表
し
た
２
０
１
５

版
高
齢
社
会
白
書
に
よ
る
と
、
高

齢
者
の
男
性
の
就
業
割
合
は

〜

歳
で

・
７
％
、

〜

歳
で

・
７
％
、

〜

歳
で

・
０

％
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
会
社

役
員
を
除
く
雇
用
者
に
つ
い
て
の

高
齢
者
の
非
正
規
雇
用
の
比
率

は
、
男
性
の
場
合
、

歳
〜

歳

で

・
３
％
、

〜

歳
で

・

１
％
、

〜

歳
で

・
４
％
で

あ
る
。

歳
を
過
ぎ
て
も
多
く
の

高
齢
者
が
働
い
て
い
る
が
、
同
時

に

歳
を
境
に
非
正
規
雇
用
の
比

率
が
上
昇
し
て
い
る
の
が
実
状

だ
。

　
ま
た
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法

が
改
正
さ
れ
、
事
業
主
は
定
年
の

引
上
げ
、
継
続
雇
用
制
度
の
導
入

ま
た
は
定
年
の
廃
止
に
よ
り

歳

ま
で
雇
用
を
確
保
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
継
続
雇
用

制
度
に
は
、
定
年
到
達
後
も
退
職

の
形
を
と
ら
ず
継
続
し
て
雇
用
す

る
勤
務
延
長
制
度
と
、
退
職
後
再

び
雇
用
す
る
再
雇
用
制
度
が
あ

る
。
中
小
企
業
は
、
継
続
雇
用
制

度
を
導
入
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

し
か
し
、
長
く
会
社
に
勤
め
て
く

れ
た
社
員
で
あ
る
。
給
与
額
を
大

幅
に
減
額
す
る
こ
と
が
、
な
か
な

か
で
き
な
い
経
営
者
も
い
る
。
高

齢
者
の
雇
用
確
保
が
人
件
費
の
増

大
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク
も
含
む
。

　
そ
し
て
、
最
も
難
し
い
の
が
、

高
齢
者
を
新
た
に
雇
用
す
る
場
合

だ
。
素
晴
ら
し
い
経
歴
、
経
験
が

あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
自
社
で
発
揮

で
き
る
か
が
未
知
数
だ
。
こ
れ
か

ら
教
育
し
て
い
く
若
い
社
員
と
は

期
待
度
が
違
う
。
高
齢
者
が
こ
れ

ま
で
積
ん
で
き
た
多
く
の
経
験

が
、
自
社
の
成
長
に
寄
与
で
き
る

か
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
高
齢
者
の
働
く
動
機
は
、
収
入

だ
け
で
は
な
い
。
生
き
が
い
や
社

会
貢
献
へ
の
想
い
な
ど
多
様
化
し

て
い
る
。
ま
た
、
健
康
状
態
や
趣

味
の
時
間
と
の
兼
ね
合
い
な
ど
希

望
す
る
勤
務
形
態
も
皆
そ
れ
ぞ
れ

だ
。
中
小
企
業
が
こ
れ
ら
に
対
応

し
、
高
齢
者
の
労
働
意
欲
を
引
き

出
し
活
用
す
る
こ
と
は
、
中
小
企

業
の
こ
れ
か
ら
の
経
営
課
題
で
あ

る
。

（
税
理
士
　
大
井
敏
生
）

高齢者の意欲引き出す

中小企業の人材確保　


